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美の根

五
十
五
年
度
最
終

の
企
画
展
「
現
代
カ

ナ
ダ
版
画
家
1
0
人

廣
一
が
一
月
十
三
日

(
火
)
か
ら
一
月
二
十

五
日
(
日
)

の
期
間

に
、
カ
ナ
ダ
大
使
館
共
催
に
よ

り
本
館
第
四
展
示
室
を
会
場
に

し
て
開
催
さ
れ
た
。

わ
が
国
で
は
比
較
的
な
じ
み

の
少
な
い
カ
ナ
ダ
美
術
で
は
あ

っ
た
が
、
参
観
者
は
、
一
点
一

点
丁
寧
な
鑑
賞
で
、
静
か
な
う

ち
に
も
或
る
種
の
熱
気
を
感
じ

さ
せ
た
。

会
期
中
、
カ
ナ
ダ
大
使
館
の

K
・
W
・
ル
イ
ス
二
等
書
記
官

及
び
作
家
の
ガ
ス
ト
ン
・
プ
チ

氏
が
来
館
し
本
鰹
を
視
察
、
美

術
を
通
じ
て
の
日
加
親
善
の
一

時
を
過
し
た
。

ま
た
、
本
膳
に
お
い
て
は
、

本
年
度
収
蔵
作
品
と
し
て
、
上

渇
の
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー

ル
ベ
(
一
八
一
九
一
八
七
七
)

の
作
品
を
収
蔵
し
、
近
代
美
術

館
と
し
て
の
本
綿
の
姿
勢
に

も
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
、
国

際
性
が
加
味
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
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一一一一一一美

雪 術

品

取

第 得

回
購
入
作

初
の
基
金
活
用

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
千
葉
県
美
術

品
取
得
基
金
条
例
が
施
行
さ
れ
、
価
値
高
く
緊

急
を
要
す
る
資
料
の
取
得
が
可
能
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
通
常
の
予
算
で
も
購
入
取
得
は
し
て

い
る
が
、
こ
の
た
び
第
一
回
購
入
作
品
の
取
得

が
行
わ
れ
た
。

主
な
作
品
は
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
写
実

主
義
の
巨
匠
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
作

「
雪
の
中
の
中
庸
」

(
本
号
表
紙
)
、
現
代
美

術
の
巨
匠
、
安
井
曽
太
郎
作
「
熱
海
附
近
」
な

ど
大
作
家
十
六
点
の
作
品
で
あ
る
。

安井善太郎「熱海附近」

取

得

作

品

以
下
は
取
得
さ
れ
た
、
大
作
家

十
六
作
品
で
あ
る
。

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
作
油

彩
「
雪
の
中
の
小
靡
」

安
井
曽
太
郎
作
油
彩
「
熱
海
附
近
」

浅
井
忠
作
水
彩
「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ

ロ
ー
の
森
」

中
西
利
雄
作
水
彩
「
曇
り
日
の
離

宮
と
駅
」

石
井
柏
亭
作
油
彩
「
聖
フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
「
一
寺
院
」
、
「
老
太
々
」
、

水
彩
「
舞
姫
」
、
「
舟
に
居
る
人
」

「
病
児
」

小
堀
進
作
水
彩
「
逆
光
」
、
「
海

(
白
浜
)
」
、
「
霞
ケ
浦
」
、
「
山
」
、

「
南
欧
の
丘
」
、
「
冬
晴
の
果
樹
」

な
お
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
●
ク
ー

ル
ベ
作
「
雪
の
中
の
中
庸
」
、
安

井
曽
太
郎
作
「
熱
海
附
近
」
、
浅

井
忠
作
「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の

森
」
、
中
西
利
雄
作
「
曇
り
日
の

離
宮
と
駅
」
、
石
井
柏
亭
作
「
病

児
」
、
小
堀
進
作
「
逆
光
」
の
以

上
六
点
は
、
常
設
展
と
し
て
、
展

示
し
て
い
る
。

●



①浅井 忠(フォンテンブロ

ーの森」

②石井柏亭i病児」

③小堀 進i逆光」

④中西利雄i塞り日の離宮と

駅」

みる・かたる・つくる

④

県
民
ア
ト
リ
エ
外
構
工
事
進
む

県
民
ナ
ト
リ
エ
糠
が
完
成
し
て

丁
度
一
年
に
な
る
が
、
ア
ト
リ
エ

周
囲
の
外
描
工
事
が
昨
年
十
二
月

に
着
工
さ
れ
た
。

こ
の
工
事
は
、
ア
ト
リ
エ
棟
荷

駆
寄
ま
で
の
通
略
の
常
備
と
、
植

栽
工
事
で
あ
る
。

明
証
進
行
中
で
ご
不
便
を
か
け

て
い
る
が
、
三
月
中
に
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。
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美
術
館
研
究
員
会
議
閲
か
る

る
」
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
行
わ

れ
、
「
展
覧
会
の
内
容
が
、
児
童

生
徒
に
直
結
し
て
い
な
く
て
も
、

作
品

(
実
物
)

に
ふ
れ
さ
せ
る
こ

と
は
、
理
解
・
興
味
・
関
心
の
ど

の
分
野
か
ら
と
っ
て
も
非
常
に
意

義
が
あ
る
。
し
か
し
、
剛
体
見
学

は
現
場
の
状
況
か
ら
種
々
の
問
題

が
あ
り
実
施
が
国
難
で
あ
る
。
」

な
ど
、
貰
重
な
意
見
が
活
発
に
出

さ
れ
た
。

な
お
、
研
究
員
は
左
記
の
と
お

り
で
あ
る
。

飯
田

能
弘
(
海
上
町
立
海
上
中

学
校
教
諭
)

池
田

伊
予
(
千
葉
証
立
末
広
中

学
校
教
諭
)

石
倉

総
子
(
千
葉
出
立
花
園
中

学
校
敦
へ
間
)

岩
沢
い
づ
み

(
千
葉
両
立
さ
つ
き

が
丘
中
辛
校
教
諭
)

高
橋

達
(
粟
立
小
金
高
等
学

校
教
諭
)

辰
野

隆
(
銚
子
両
立
銚
子
西

南
等
当
校
放
論
)

利
倉

栄
子
(
千
葉
出
立
天
戸
中

学
校
教
諭
)

大
木

貞
夫
(
八
日
苗
場
市
立
第

一
中
辛
校
教
諭
)

渡
辺

異
称
(
拓
殖
大
学
紅
稜
高

等
学
校
教
諭
)

萩
原
美
登
里
(
干
葉
串
立
新
楕
小

学
校
教
諭
)

(
順
不
同
、
敬
称
略
)

「
高
村
光
太
郎
、

そ
の
芸
術
」
展
終
る

本
年
度
の
美
術
館
研
究
員
会
議

(
写
真
)

は
二
同
開
催
さ
れ
、
二

回
目
が
、
去
る
一
月
三
十
日
(
金
)

特
別
展
「
高
村
光
太
郎
、
そ
の
芸

術
」
の
鑑
賞
と
研
修
を
兼
ね
て
、

本
紙
研
修
室
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。二

回
に
わ
た
っ
て
「
館
運
営
上

の
諸
問
題
」
を
中
心
に
協
議
が
行

わ
れ
た
が
、
本
年
度
は
研
究
員
の

構
成
が
小
・
中
・
高
等
撃
校
の
教

職
員
か
ら
成
っ
て
い
る
の
で
、
特

に
、
「
学
校
教
育
と
の
係
わ
り
の

上
か
ら
美
術
館
の
あ
り
方
を
考
え

嬬卵蚤ね愈諸藩会

説
一
∴
∴
特
別
展
「
高
村

講演する北川太一氏と満貫の会場

先
太
即
、
そ
の
芸

術
」
は
、
一
月
六

円

(
火
)

か
ら
二

月
六
月

(
金
)
ま

で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
方
々
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
無
事

.
終
了
し
た
。

寒
い
季
節
で
は

あ
っ
た
が
、
観
客

の
出
足
も
比
較
的

良
く
、
速
く
は
、

替
忠
子
の
郷
里

(
縮
高
原
二
本
松

市
)

か
ら
来
た
と

い
う
人
も
あ
っ

た
。
特
に
日
曜
日
、
祝
日
は
、
県

外
か
ら
の
電
話
問
合
せ
も
多
か
っ

た
。
展
示
品
借
用
等
で
不
可
能
で

は
あ
っ
た
か
、
も
う
少
し
暖
い
時

期
に
開
催
で
き
た
な
ら
と
悔
ま
れ

る
点
も
あ
っ
た
。

期
間
中
行
わ
れ
た
、
美
術
講
演

会
、
美
術
を
語
る
会
と
も
、
光
太

郎
に
囲
ん
で
行
わ
れ
、
主
催
者
側

の
予
想
を
上
ま
わ
る
参
加
者
で
あ

っ
た
。

い
て
行
わ
れ
た
。

当
日
は
祝
日
と
あ
っ
て
、
南
村

竜
太
郎
展
の
会
場
に
は
多
数
の
見

写
者
が
あ
っ
た
か
、
講
演
会
会
場

も
ほ
ぼ
満
席
の
橘
祝
で
あ
っ
た
。

誰
満
会
は
、
ま
ず
北
川
氏
が
高

村
光
太
郎
を
研
究
し
よ
う
と
し
た

動
機
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
後

光
太
郎
の
貴
重
な
記
録
映
画
と
録

音
さ
れ
た
光
太
郎
の
声
が
紹
介
さ

れ
、
引
き
続
い
て
光
太
郎
の
生
涯

と
芸
術
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

北
川
氏
の
深
い
研
究
に
裏
付
け

さ
れ
た
話
は
わ
か
り
や
す
く
、
特

に
光
太
郎
の
芸
術
に
対
す
る
考
え

方
を
示
し
た
論
評

「
緑
色
の
太

陽
」
や
詩
は
、
配
布
さ
れ
た
資
料

を
も
と
に
話
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た

方
々
か
ら
た
い
へ
ん
わ
か
り
や
す

く
有
意
義
で
あ
っ
た
と
の
声
が
多

か
っ
た
。

美

術

を

語

る

会

一

美

術

講

演

会

特
別
展
「
高
村
光
太
郎
、
そ
の

芸
術
」
に
伴
い
、
第
三
回
美
術
講

演
会
が
去
る
一
月
十
五
円
午
後
二

時
よ
り
「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
講
堂

に
お
い
て
、
講
師
に
北
川
太
一
氏

(
高
村
記
念
会
事
務
局
長
)

を
招

●

去
る
一
月
二
十
五
日
(
臼
)
、

光
太
郎
の
芸
術
に
つ
い
て
、
よ
り

朝
鮮
を
深
め
る
た
め
の
語
り
合
い

「
第
五
回
美
術
を
語
る
会
」
が
行

わ
れ
た
。
話
題
提
供
者
は
、
東
京

国
立
文
化
研
究
所
名
誉
会
員
・
中

村
個
三
郎
氏
と
日
本
文
学
風
土
学

会
会
員
・
鳥
海
宗
一
郎
氏
で
、
光

太
郎
と
房
総
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
話
題
提
供
が
あ
っ
た
。
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昨
年
十
二
月
よ
り
今
年
二
月
に

か
け
て
情
報
資
料
室
に
書
架
を
設

置
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
階
に
は

約
三
千
二
百
冊
、
二
階
に
は
約
二

千
冊
の
図
書
が
収
納
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
座
席
数

は
、
一
階
十
席
、
二
階
十
二
席
と

な
っ
た
。
但
し
、
二
階
の
一
般
利

用
に
つ
い
て
は
当
分
の
間
、
資
料

整
理
の
た
め
未
公
開
と
な
る
の

で
、
御
了
承
願
い
た
い
。

現
在
、
図
書
資
料
千
二
百
二
十

冊
、
雑
誌
二
十
九
タ
イ
ト
ル
の
整

理
を
終
了
し
て
い
る
。
今
年
要
は

二
月
一
日
迄
に
百
三
冊
の
図
書
を

購
入
、
順
次
整
理
中
で
あ
る
。
紙

面
の
都
合
で
全
部
を
紹
介
で
き
な

い
が
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

○
世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ
別
巻

1
、
現
代
美
術
の
歴
史

2
、
印
象
派

3
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム

4
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム

5
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派

(
美
術
出
版
社
)

○
世
界
素
描
大
系

全
大
冊

(
講

談

社
)

○
岸
田
劉
生
画
集

全
二
冊

(
岩
波
書
店
)

C
陶
器
大
辞
典

○
陶
磁
大
系

全
大
冊

(
五
月
書
房
)

全
四
十
入
相

(
平

○
近
代
日
本
の
版
画

仕
)

○
人
物
書
誌
索
引

(
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
)

/
)
芸
術
・
美
術
に
関
す
る
的
年
間

の
雑
誌
文
献
目
録

(
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
)

又
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

C
東
山
魁
夷
全
集
第
2
・
1
 
0
巻

(
講

談

社
)

○
奥
田
元
宋
画
集

(
実
業
之
日

本
社
)

情報資料室に設けられた書架

○
ル
オ
ー
の
「
、
、
、

セ
レ
ー
レ
」

(
北
九
州
市

立
美
術
館
)

○
白
樺
派
と
近
代

美
術

(
東
出
版
)

○
名
作
絵
画
に
み

る
日
本
の
四
季

(
読
売
新
聞

社
)

○
日
本
名
画
家
伝

物
故
篇

(
三

彩

社
)

○
里
襲
一
目
選
作
品
集

(
阿
部
出
版
)

○
美
術
の
歴
史

(
創

元

社
)

○
縮
刷
新
美
術
新
聞
タ
フ
1
̃
.
1
7

(
美
術
年
鑑
社
)

○
芸
術
の
日
本

(
美
術
公
論
社
)

(
青

蛙

房
)

○
女
子
美
術
大
学
八
十
年
史

(
女
子
美
術
大
学
)

○
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
一
フ
ン
シ
ス
コ

フ
ニ
ノ
ロ
サ

(
中
央
公
論
美
術
出
版
)

○
全
国
書
家
名
鑑

5
4
年
版

(
芸

林

社
)

○
日
本
美
術
年
鑑
昭
和
5
3
年
版

●

(
東
京
国
立
文
化
財
研

究
所
)

整
理
済
み
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
は

次
の
と
お
り
だ
が
、
欠
号
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
お
尋
ね
い
た
だ
き

た
い
。

○
ア
ト
リ
エ
○
ア
サ
ヒ
ギ
ャ
ラ

リ

○
ア
ー
ト
・
ビ
ジ
ョ
ン

○

絵

○
季
刊
浮
世
絵

○
季
刊
芸

術

○
求
美

○
教
育
美
術

○

近
代
の
美
術

○
芸
術
新
潮

○

月
刊
美
術

○
月
刊
ビ
ジ
ョ
ン

○
現
代
美
術

○
同
誌

〇
三
彩

○
墨

○
造
形

○
中
英

○
日

本
の
美
術

○
日
本
美
術

○
博

物
館
研
究

○
版
画
芸
術

○
美

音
文
化

C
美
術
グ
ラ
フ

○
美

術
ジ
ャ
ー
ナ
ル

○
美
術
手
帖

○
美
術
評
論

○
斯
育

○
み
づ

ゑ

開
設
し
て
半
年
が
過
ぎ
、
殺
風

景
だ
っ
た
部
屋
も
何
と
か
資
料
室

ら
し
い
体
裁
を
整
え
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
資
料
的
に
は
、
質
、

量
共
に
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
、
閲

覧
者
の
方
々
の
期
待
に
応
え
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
。
理
想
的
な

資
料
室
を
め
ざ
し
て
今
後
共
努
力

し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、
皆

様
方
に
も
次
の
こ
と
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
。

情
報
資
料
室
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
、
美
術
図
書
、
展
覧

会
カ
タ
ロ
グ
、
美
術
雑
誌
な
ど

で
御
寄
贈
い
た
だ
け
る
も
の
が

あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

団

体

展

(
3
月
̃
4
月
)

▽
千
葉
展

2
・
1
7
̃
3
・
1

無
料

▽
第
1
2
園
子
薬
市
民
美
術
展
覧
会

3
・
3
̃
3
・
2
2

無
料

▽
第
2
8
回
書
星
会
教
育
部
展

3
・
2
4
̃
3
・
2
9

無
料

▽
第
7
回
弥
生
書
展

3
・
3
 
1
̃
4
・
5

無
料

▽
第
4
回
千
葉
新
芸
術
展

」
・
1
̃
4
・
1
2

無
料

▽
第
1
8
回
全
日
本
総
合
書
道
大
展

覧
会

4
・
1
4
̃
4
・
1
9
無
料

▽
第
4
回
等
迦
千
葉
支
部
美
術
展

4
・
2
1
̃
4
・
2
6

無
料

▽
第
8
回
千
葉
工
芸
展

4
・
2
8
̃
5
・
1
0

無
料

▽
第
8
回
千
葉
新
協
展

4
・
2
8
̃
5
・
5

無
料

▽
第
ヶ
国
歩
会
彫
刻
展

4
・
2
8
̃
5
・
川

無
料



みる・かたる・つくる

来
年
度
の
実
技
講
座
に
つ
い
て

は
、
現
在
計
画
中
で
あ
る
が
、
確

定
し
次
第
、
館
報
、
館
内
掲
示
板

等
に
よ
り
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

あ
る
。

本
年
度
実
施
し
た
デ
ッ
サ
ン
入

門
講
座
、
洋
画
入
門
講
座
、
洋
画

研
修
講
座
、
彫
塑
入
門
講
座
、
陶

芸
入
門
講
座
、
七
宝
焼
入
門
講
座

書
芸
入
門
講
座
、
て
ん
刻
入
門
講

座
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
も
引
き

続
き
実
施
で
き
る
見
通
し
で
あ

る
。
そ
し
て
新
し
く
日
本
画
、
版

画
(
エ
ッ
チ
ン
グ
)

の
講
座
に
つ

い
て
も
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
中

で
あ
る
。

し
か
し
、
各
講
座
の
日
数
に
つ

い
て
は
多
少
の
増
減
が
考
慮
さ
れ

て
い
る
。

来
年
度
の
実
技
講
座
に
つ
い
て

は
、
前
述
し
た
と
お
り
次
号
に
お

い
て
よ
り
具
体
的
に
で
き
る
と
思

う
が
、
次
の
各
講
座
は
、
次
号
で

は
締
め
切
り
に
間
に
合
わ
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
、
受
講
希
望
者
に

混
乱
の
な
い
よ
う
掲
載
す
る
。

○
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

・
期
日

4
月
製
日
、
2
5
日

・
講
師

交
渉
中

・
定
員

3
0
名

・
締
め
切
り

4
月
H
日

○
洋
画
入
門
講
座

・
期
日

5
月
上
旬
よ
り
6
日

間

・
講
師

交
渉
中

・
定
員

4
0
名

・
締
め
切
り

4
月
下
旬

○
彫
塑
入
門
講
座

・
期
日

5
月
日
1
2
、
1
3
日
、

1
9
日
、
2
0
日
、
2
6
日

2
7
日

・
講
師

交
渉
中

・
定
員

2
0
名

・
締
め
切
り

4
月
3
0
日

※
期
日
に
つ
い
て
は
、
や
む
を
得

ず
変
更
す
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た

だ
き
た
い
。

※
申
し
込
み
は
、
各
講
座
と
も
往

復
は
が
き
に
、
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
美
術
館
研
修
班
あ
て
ご
送

付
願
い
た
い
。

※
講
師
、
材
料
費
、
日
程
等
く
わ

●

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
四
月

に
な
り
次
第
、
電
話
等
で
研
修

班
あ
て
お
問
い
合
わ
せ
願
い
た

ヽ

○菜
美
会
展
開
か
る

美
術
鍍
友
の
会
主
催
に
よ
る
薬

美
会
展
は
、
本
年
で
回
を
重
ね
る

こ
と
五
回
、
年
々
そ
の
内
容
も
充

実
し
て
き
た
。

本
年
は
、
一
月
六
日
(
火
)
か

ら
一
月
十
八
日
(
日
)
ま
で
、
本

鰹
第
七
展
示
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
一
四
五
点
の
絵
画
が
出
品

さ
れ
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

友
の
会
会
員
の
な
か
に
は
、
薬

美
会
展
の
み
な
ら
ず
県
展
に
も
出

品
、
入
選
す
る
方
た
ち
も
い
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員
と

し
て
活
躍
す
る
方
等
、
そ
の
活
動

の
範
囲
も
活
発
化
し
て
い
る
。

な
お
、
友
の
会
で
は
、
来
年
度

会
員
に
つ
い
て
は
現
在
受
付
け
中

で
あ
る
。

講
座
・
講
演
会
等

3
月
7
日

(
土
)
午
後
2
時
か

ら
美
術
を
語
る
会

3
月
2
8
日

(
土
)

2
9
日

(
日
)

て
ん
刻
入
門
講
座
(
二
期
)

14月一2月名22月 来
名

ソ
ビ
エ
ト
舞
踊
団
三
十

上
田
市
立
博
物
館
長
他

青
森
県
総
務
部
秘
書
課

員
他
一
名

1
6

カ
ナ
ダ
大
使
繕
員
他
一

名2
3

広
島
県
立
美
術
鰭
副
館

長3
0

群
馬
県
議
会
事
務
局
総

務
課
員
他
一
名

日

記

抄

u
月3

0

美
術
を
語
る
会

話
題

提
供
者
篠
崎
輝
夫
氏

1
2
月

1
3

七
宝
焼
講
習
会
(
一
期
)

始
ま
る
。
1
4
日
ま
で
。

l
月6

特
別
展
「
高
村
光
太
郎

そ
の
芸
術
」
始
ま
る
。
2
月

6
日
ま
で
。

8

美
術
繕
資
料
審
査
委
員

会1
3

企
画
展
「
現
代
カ
ナ
ダ

版
画
家
1
0
人
尿
」
始
ま
る
。

1
月
2
5
日
ま
で
。

1
 
5

美
術
講
演
会

講
師

高
村
記
念
会
事
務
局
長
北
川

太
一
氏
。

2
5

美
術
を
語
る
会

話
題

提
供
者

東
京
国
立
文
化
財

研
究
所
名
誉
会
員
中
村
僧
三

郎
氏
、
日
本
文
学
風
土
学
会

会
員
鳥
海
宗
一
郎
氏
。

2
月2

7

七
宝
焼
講
習
会
(
二
期
)

始
ま
る
。
2
8
日
ま
で
。

本
号
が
お
手
許
に
届
く
頃
は
す

で
に
新
年
度
予
算
も
決
定
し
、
梅

の
花
も
盛
を
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
桜

の
蕾
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
本
年
度
は
一
応
本
号
を
も
っ

て
終
了
す
る
。


